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▲ＮＩＳＣＩＲＯ吉井氏による事例発表会▲常議員会は全ての議案が承認されました。

　当所では令和６年度において、各部会の正副部会長
や青年部会長、女性会会長からなる会員拡大委員会を
組織し、１０月８日（火）から１２月２０日（金）までの間、会員
増強運動を実施しました。
　去る１月２０日（月）に開催した第２回会員拡大委員会
では、会員増強運動についての結果報告を行いました。
　今回の会員増強運動では１８件の入会申込（手続き未
完了含む）があり、会員数は９３５件となる見込みで、後継
者不足等により廃業が多くなる中、会員数の維持に大きく
貢献する結果となりました。
　委員会では今後の会員増強運動についての意見交
換がなされ、会員増強には勧誘先の知り合いによる声掛
けが効果的であり、会員の同業者や取引先などの紹介
を強化すること、部会活動により多くの参加者を集めて組
織力を強化すること、各業界に対してメリットのある事業
をＰＲする場を設けて勧誘を行うことなどが挙げられまし
た。
　本年度に創設した「新入会員紹介キャンペーン制度」
は今後も継続する予定となっております。紹介者には２千
円の商品券、紹介された方は入会金無料と双方にメリッ
トがありますので、是非新入会員のご紹介にご協力をよ
ろしくお願いします。

　１月２０日（月）１３時００分から、当所において
常議員会が開催され、（１）８件の新規会員加入、（２）
労働保険事務委託手数料改定に関する件について審議
を行い、いずれも原案どおり可決承認されました。（２）
については、７年４月からの改定となります。報告事
項では、部会等で意見を募った小千谷市への要望事項
について回答があった旨の説明がありました。（詳細
はＰ４～５）
　また、常議員会に先駆けて、「会員企業の活性化・
やる気を促進させる手法」として、会員企業による事
例発表を実施しました。今回は、片貝町でカフェを経
営している「NISCIRO（ニシロ）」代表の吉井和樹氏
をお招きし、「地域を繋ぐコーヒーの力：NISCIRO の
挑戦」と題して、事業に込めた想いについて語ってい

第２回会員拡大委員会を開催
～１８件の新入会員を獲得～

１月常議員会及び事例発表会の開催 ただきました。
　吉井氏は、コーヒーを通じて地域活性化と人材育成
に力を入れていることを紹介しました。カフェや焙煎
所でのコーヒー提供に加え、地元産の野菜を使った食
品やオリジナル商品開発にも取り組んでいます。ま
た、ギャラリースペースを開放し、イベントやワーク
ショップを開催して地域交流を促進。ラテアートセミ
ナーなどで次世代のコーヒー業界を担う人材を育成し
ていることも語っていただきました。
　吉井氏の目標は、小千谷市を「コーヒーの街」とし
て発展させることで、昨年オープンした「ホントカ。」
にもコーヒー店を出店。「ホントカ。」活用などを含め
コーヒーの魅力と小千谷の活性化について講演いただ
きました。コーヒーで小千谷を活性化させる前向きな
挑戦や考え方、具体的な行動に出席者一同大いに感銘
を受けました。

3月11日（火） 正午より

3月26日（水）

常議員会

総会終了後、議員懇親会を

（会場：ホテル千景）

３月の常議員会・
臨時議員総会開催のご案内

３月の常議員会・
臨時議員総会開催のご案内
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2月17日（月）～３月17日（月）

FOOD STYLE Kansai2025に出展!!関西に小千谷を売り込みます！FOOD STYLE Kansai2025に出展!!関西に小千谷を売り込みます！
　１月２２日㈬～２３日㈭、大阪市のインテックス大
阪で ｢FOOD STYLE Kansai2025」が開催されました。
この展示会は、関西地区最大級の外食・中食・小売業
界向けの商談展示会であり、全国から、大阪・関西万
博の開催に向けて販路開拓を目指す８９８社が出展し
ました。
　関西圏を中心とする食品業界のバイヤーや飲食
関連業者が新たな商材を求めて来場し、２日間で
２３，８０１名を記録。昨年度の来場者数を上回り、
大盛況となりました。
　当所では、出展に係
る事業者の経費負担を
小規模事業者伴走型補
助金を活用し、ブース
を設営。事前の出展セ
ミナーで効果的な出展
ノウハウを学んだ５事業者が出展しました。
　今回の展示会では、県内から参加した長岡商工会議
所、上越商工会議所、糸魚川商工会議所、および商工

会管轄の事業者とともに、「う
まさぎっしり新潟県コーナー」
として共同ブースを構え、新
潟県の逸品を大いにPRしま
した。
　出展した企業からは、「他
の関東圏の展示会より引き合
いが多い」「会期後も見積も
りやサンプル提供の依頼が多
く、効果が大きかった」「大口の取引先と契約に至った」
など、好評の声が寄せられました。
　この展示会は関
西圏に向けたビジ
ネスチャンスとし
て２年連続で出展
しました。今後と
も効果的な販路開
拓支援を展開して
まいります。

令和７年(令和６年分)
確定申告書等の控えへの
収受印廃止について

　これまでは、書面提出による確定申告を行ってい
た方には、提出時に控えに収受印が押なつされ、提
出の証明とすることができましたが、令和７年１月
から申告書等の正本（提出用）の書面提出について、
申告書等の控えに収受日付印の押なつは行なわれま
せん。
　当分の間の対応として

　窓口で交付する「リーフレット」 （今般の見
直しの内容と申告書等の提出事実等の確認方法
をご案内するもの）に申告書等を収受した「日付」
や「税務署名」を記載したものが、希望者にの
み渡されますので、必要な方は提出の際、忘れ
ずに「リーフレット」を希望してください。

※詳細につきましては､ 国税庁ＨＰをご覧ください。

申告書等の控えへの収受日付印の押なつ

地域・産業 最低賃金額

新潟県各種商品小売業

新潟県自動車（新車）、
自動車部分品・附属品
小売業985円

1,005円

令和６年10月１日

令和５年12月27日

時間額

時間額

1,015円

985円

令和６年12月８日

令和６年10月１日

時間額

時間額新潟県電子部品・デバ
イス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機
械器具製造業

新潟県
（新潟県で働くすべての
労働者に適用されます）

地域・産業 最低賃金額
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　小千谷商工会議所が令和６年１０月２８日に市に提出した「小千谷市政に対する要望書」に対
し、同年１２月２７日付で市から回答がありました。
　令和７年１月２０日の常議員会でこの件を報告したところ、「原発再稼働のメリットを経済界
が実感できる施策について、市の回答は電源三法交付金の交付対象となるように国や県に働きか
けて参りますとあるが、具体的に何をすることか市に確認するよう求めたい」という意見があり
ました。
　これを踏まえ、具体的行動を市に確認したところ、下記の回答がありました。

①北信越市長会を通じた国への働きかけ
　　毎年開催される北信越市長会総会の議題に、新潟県市長会が取りまとめる要望事項として提出

し、国へ要望するよう働きかけてきたもの。
　※北信越市長会総会の時期は、概ね５月中旬→10月中旬→５月中旬の順に毎年変わっており、会

場は会員自治体の各県において持ち回りで開催されている。

②新潟県知事を通じた国への働きかけ
　　県知事が国に対して提出する「柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の徹底及び実効性のあ

る原子力防災対策の構築等に関する要望書」の項目に、「原子力災害対策重点区域への適切な対
応」に関する項目を取り入れるよう申し入れ、令和６年６月に提出してもらった。引き続き県
を通じて国に働きかけていく。

　※福島第一原子力発電所の事故を契機として防災対策が必要となる地域が拡大されたにもかかわ
らず、電源立地地域対策交付金等の対象地域は見直しが図られていない。また、新潟県は柏崎
刈羽原子力発電所が発電する電力の供給を受けていないことから、既存の交付対象地域に対す
る交付水準を維持するうえで、拡大された原子力災害対策重点区域を新たに交付対象地域とす
るなど、整合性・公平性の観点から原子力災害対策重点区域内の全てのとして電源立地地域対
策する交付金等の交付対象地を見直されていないこと、本県は柏崎刈羽原子力発電所が発電す
る電力の供給を受けていないことから、既存の交付対象地域に対する交付水準を維持したうえ
で、拡大された原子力災害対策重点区域を、地域を対象とした適切な制度に見直すよう県知事
から国に働きかけけるよう要望した。

小千谷市政に対する要望書の回答について

▲10月28日に小千谷市長へ要望書提出。
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③新潟県市長会を通じた県・国への働きかけ
　　令和７年度の新潟県の施策及び予算に関する要望事項として、原発立地自治体ではない原子力

災害対策重点地域（柏崎市、刈羽村を除くＵＰＺ（原発から半径５ｋｍ～３０ｋｍ圏内））にお
いても、立地自治体と同様に電源立地地域対策交付金の対象地域として見直すように新潟県市
長会から県及び国へ働きかけている。

　※福島第一原子力発電所の事故を契機として防災対策が必要となる地域が拡大されたにもかかわ
らず、電源立地地域対策交付金等の対象地域は見直しが図られていない。原発立地に対する住
民理解を得るためには、周辺地域における公共用の施設や生活の利便性向上及び産業振興に寄
与する事業を促進する必要があるが、原子力災害対策重点区域内全ての地域が交付対象となっ
ていないことは、制度として整合性に課題がある。具体的には、同じ原子力災害対策重点地域
にありながら原子力発電施設等周辺地域企業立地支援事業（F補助金）においては対象外地域と
なっている当市のような自治体があり、企業間競争において不利益が生じているほか、企業誘
致においても大きな足かせとなっている。原発立地地域やその周辺地域やその周辺地域の安全
は、国が責任をもって確保すべき課題でもあることから、原子力災害対策重点地域内全ての地
域を交付対象にすることで公平性を担保し、併せて「電源三法交付金」に係る財源確保や財政
支援のあり方について検討するよう要望する。
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女性会女性会

新年講話会・新年会開催
　１月１７日（金）に小千谷商工会議所女性会

（髙野千佳子会長）が、（有）割烹旅館船山閣み
やにおいて新年講話会ならびに新年会を開催し、
２１名が参加しました。
　講話会では宮崎悦男市長より、小千谷市の「み
んなの一歩で未来づくり大作戦」の施策につい
て説明があり、子育て支援やＵ・Ｉターンへの
取組みに小千谷市の伸び代を実感する講話会と
なりました。
　終了後は新年会を開催し、会員同士の交流を
楽しみました。

　１月２７日（月）、当所主催の「SNS集客スター
トアップセミナー」が開催され、株式会社BESWの
田中千晶氏を講師に迎えました。
　本セミナーでは、実践的なSNSアプリの活用方法、フォ
ローされるプロフィール作成のコツ、認知度を上げるハッ
シュタグの活用法、フォロワーを増やすテクニック、そして

「いいね」やコメント、DMの有効な活用方法まで、実際
に成功した企業の事例を示しながら伝えてもらいました。
　講師は、「誰に」向かって発信するのかを明確に
することが重要であることを強調しました。投稿の
タイミングや頻度、視覚的に魅力的な投稿のポイン
トについても具体的に説明し、参加者にとってすぐ
に実践できる内容となりました。
　参加者からは、「これまでSNSを活用できていな
かったが、基本から学べてよかった」、「知らな
かったことも多く、早速試してみたい」といった前
向きな感想が寄せられました。
　本セミナーは３月３１日までアーカイブ配信を行っており

SNS集客スタートアップセミナー開催SNS集客スタートアップセミナー開催

ますので、興味がある方は
下記ＱＲコードよりお申込み
ください。

「第二段階に入った世界遺産『熊野古道』の
　　　　　　　　　　　　　　インバウンド戦略」

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員 渡辺　和博
　和歌山県南部、紀伊半島の熊野地方。熊野本宮大社を
中心とした熊野三山を結ぶ山中の参詣道が熊野古道で
す。２００４年にユネスコの世界遺産に登録されたこと
をきっかけに、海外向けの情報発信を強化しました。そ
の結果、今では主に欧州からの旅行客が数多く訪れるよ
うになりました。熊野古道の入り口に当たる紀伊田辺駅
の売店や商店街のお店にも、リュックサックを背負った
トレッキングスタイルの外国人が毎日のように訪れてい
ます。
　熊野古道は、外国人訪日客を誘致するためのプロモー
ションの代表的な成功事例として知られています。その
戦略の中核を担った「田辺市熊野ツーリズムビューロー」
の多田稔子会長にお話を伺いました。それまで地元の住
民にとっては「ただの山道」に過ぎなかった熊野古道が
世界遺産として注目されたことを「これは１００年に一
度のチャンス」と捉えたそうです。地域のさまざまな受
け入れ側の体制整備や英語での海外向け情報発信など、
持続的な活動が実を結んだ結果、今のにぎわいにつながっ
ています。
　熊野古道は、深い森の中を縫うような細い杣道（そま
みち）が何十kmも続くため、全部を歩いて回ろうとす
ると途中で何カ所か宿泊が必要となります。今では熊野
古道に沿った山中にゲストハウスが数多くつくられてい
ます。これまで、熊野古道を訪ねる外国人は欧州からの
客が多数を占めていましたが、コロナ禍が明けてからは

アジア（台湾やシンガポールなど）から訪れる人が増え
たといいます。その分の人数が上乗せになった形で、ゲ
ストハウスはいつも満杯となり、京都ほどではないにせ
よオーバーツーリズムが懸念されるようになってきたそ
うです。
　熊野古道は、もともと京都の白河、鳥羽、後白河、後
鳥羽上皇などが、京都からわざわざ何度も熊野を訪ねた
ことで整備され、世に知られるようになったものです。
紀伊半島の山中に入るまでは海岸沿いをずっと南下して
進んでいたため、大阪から和歌山県南部に至る途中にも
史跡やストーリーのあるスポットがたくさんあります。
こうした道中を経て、口熊野（くちくまの）と呼ばれる
田辺市までたどり着き、そこで海に入って身を清めてか
ら、山中へ至る道へ向かいました。この海中で身を清め
ることを潮垢離（しおごり）といったそうです。
　多田さんは、山の中のゲストハウスが満杯になってき
たことを受けて、「もっと海岸沿いの熊野古道の良さや、
田辺湾での潮垢離なども観光体験としてアピールしてい
きたい」と言います。海岸沿いのルートは、気候温暖な
土地柄もあって冬でも楽しめる上、山中よりも道に迷う
といった危険も少ないという運営上のメリットがあります。
　インバウンド客があふれる地域がある一方で、なかな
かうまく呼べない地域もあります。やはり地域の新たな
魅力を自ら発掘して、発信し続けるのが王道なのだと感
じました。
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1月末会員数　932

会 員 情 報会 員 情 報会 員 情 報
※下記予定は変更となる
　場合がございます｡会議・行事の予定

１日（土） 青年部新年例会　NYP2025
４日（火） 正副会頭会議
４日（火） ５Ｓセミナー
７日（金） 女性会役員会・県女連正副会長会議
９日（日） 珠算検定
15日（土） 青年部OB交流事業「Enjoy!雪合戦!」
17日（月） 金融証券部会
17日（月） 伴走型事業評価委員会
17日（月） 青年部役員会
18日（火） 事業承継個別相談会
19日（水） ～２０日　日商委員会(オンライン)
22日（土） ～２３日　おぢや風船一揆
27日（木） 県連運営委員会

１日（土） 青年部卒業例会
３日（月） 派遣税理士(１回目)
４日（火） 正副会頭会議
７日（金） 青色申告コーナー
10日（月） 派遣税理士(２回目)
11日（火） 常議員会
12日（水） 小千谷家業塾経営相談会
14日（金） 県連第２回総会&会頭会議
14日（金） 女性会役員会
17日（月） 青年部役員会
18日（火） ～19日　日商委員会・総会
26日（水） 臨時議員総会・議員懇親会

３
月

２
月

　代表者の変更や連絡先等の事業所情報に変更がご
ざいましたら、当所までご連絡くださいますようお
願い申し上げます。

■新入会員
　㈱ワイエスエス(コインランドリー､不動産業)
　　吉澤　　薫　　薭生甲2058－1

　グラスプ（自動車販売、買取業）
　　平野　　歩　　城内2－5－2

　ＲＦシステム技研（無線システム設計業）
　　太田　幸憲　　東栄3－1－3

　Ｓｏｃｉａｌｕｐｓ㈱（コンサルタント業）
　　髙瀬　章光　　
　　　新潟市中央区笹口1－2プラーカ2　1Ｆ

　大平　晃也（農業）
　　大平　晃也　　高梨町3179

　囲炉裏庵Ｄａｒｕｍａ（飲食業）
　　藤巻　隆司　　桜町5073

　珈琲とおみやげの店　アルペジオ（飲食業）
　　今井　一博　　東栄1－2－3

2025年1月期

全国商工会議所早期景気観測
産業合計の業況DIは、▲15.4（前月比▲1.0ポイント）
　サービス業は、感染症の拡大により、飲食・宿泊業で伸
び悩みが見られ、悪化した。小売業は、初売り需要等によ
り百貨店では好調な一方、消費者の節約志向が根強く、ほ
ぼ横ばいにとどまった。製造業・卸売業は、気温低下から
冬物飲食料品や繊維製品の需要が増加したものの、機械器
具関係が振るわず、停滞した。
また、建設業は民間工事・公共工事ともに伸び悩みが見ら
れ、足踏み状態となった。コスト増が続く中、円安基調、
政府の燃料油価格激変緩和補助金の縮小等、さらなる負担
増加が続いている。度重なるコスト増に見合う価格転嫁が
追い付かない中、深刻な人手不足も続いており、中小企業
の業況は、３か月ぶりに悪化となった。

先行き見通しDIは、▲16.4（今月比▲1.0ポイント）
　新年度への準備等で個人消費拡大が見込まれる一方、長

引く物価高による消費マインドの低迷が懸念される。また、 
第２次トランプ政権の発足による世界情勢の動向を不安視
する声が業種を問わず聞かれた。
旺盛なインバウンド需要が続く中、中国の春節等でのさら
なる期待が見られるものの、国内消費は停滞感が底堅く、
先行きは慎重な見方となっている。

北陸信越は全業種でDI値は改善。
　製造業では、復旧復興に向けた工事や設備投資に関連す
る受注が堅調に推移し、機械器具関係を中心に業況が改善
した。小売業では、インバウンド・国内観光需要や初売り
の特需により、高価格帯商品の売れ行きが好調な百貨店な
どで採算が改善した。事業者からは、大阪・関西万博によ
る経済効果の他地域への波及を期待している、という声が
聞かれた。

※矢印は１月または前年同期の業況との比較。（➡➡）は±５未満、（ ➡➡ ）は±５以上、（⬆⬇）は±１５以上

1月の全国全産業DIの推移 全業種 建 　設 製 　造 卸 　売 小 　売 サービス

全国
1月の業況（前年同月比） ▲15.4 ▲10.6 ▲20.7 ▲17.2 ▲19.7 ▲9.4

３カ月先見通し（２月～４月） ▲16.4 ▲10.6 ▲19.1 ▲26.5 ▲17.7 ▲12.2

北陸
信越

1月の業況（前年同月比） ▲23.0 ▲31.3 ▲39.0 ▲15.8 ▲27.6 ▲5.7

３カ月先見通し（２月～４月） ▲25.9 ▲37.5 ▲34.1 ▲15.8 ▲24.1 ▲17.0

➡➡ ➡➡

➡➡➡➡

➡➡➡➡ ➡➡

➡➡➡➡

➡➡ ➡➡ ➡➡

➡

➡

➡

➡

➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡

➡

➡ ➡⬇

会報本誌に掲載
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※詳細はお問合せ先やホームページ等でご確認ください。掲載情報は令和７年１月下旬現在のものとなります。

発信者・件名 主な内容 お問合せ先

【中小企業庁】
中小企業向け

「賃上げ促進税制」が
強化されます
～確定申告時に
おける申請で
税額控除が

受けられます～

中小企業向け「賃上げ促進税制」は、中小企業者等（青色申告者）が前年
度より給与等支給額を増加させた場合に、その増加額の一部を法人税（個
人事業主の場合は所得税）から税額控除できる制度です。
「賃上げ促進税制」につきましては、令和６年度税制改正により、令和６
年４月１日から令和９年３月３１日までの間に開始する各事業年度分につ
いて、支援内容が強化されております。個人事業主の方は令和６年分の確
定申告では従来と同じ支援内容となり、令和７年分の申告より適用されます。
人件費の上昇を税額控除で支援する制度となっておりますので、該当する
場合は忘れずにご利用ください。

【中小企業庁】
中小企業庁HP
中小企業向け｢賃上げ促進税制｣

https://x.gd/CyAld

【厚生労働省】
改正育児・介護休業法
に関するリーフレッ
ト、規定例、Q&Aの
公表（令和７年４月
より段階的に施行）

育児・介護休業法について、男女ともに仕事と育児・介護を両立できるよ
うにするための改正が令和７年４月より段階的に施行されます。
事業者においては、改正法により義務化される内容を理解し、自社の制度
や就業規則、労使協定等の見直しをすることが求められます。厚生労働省
では本改正についてのリーフレット、規定例、Q＆Aを公表しましたので
是非参考にご活用ください。

【厚生労働省】
厚生労働省HP
厚生労働省 パンフレット

https://x.gd/K8dyW

【新潟県】
人材不足に悩む
県内の自動車整備
関係事業者向け

「外国人材受入促進
セミナー」

新潟県では、ベトナム・ビンロン省との人材交流を促進するため、ビンロ
ン省の人材を県内事業者に紹介するオンラインセミナーを業種ごとに毎月
開催します。
　「自動車整備分野」を対象として開催しますので、人材不足に悩む事業
者の方々のご参加をお待ちしています。

２０２５年３月１８日（火）１５時３０分～
開催方法：オンライン（ZOOM）
参加費：無料

【新潟県】
新潟県HP
人材不足に悩む県内の自動車
整備関係事業者向け
｢外国人材受入促進セミナー｣
 
https://x.gd/vVpFl

【総務省】
｢個人企業経済
調査｣の実施に
関するご協力の

お願い

総務省では、毎年６月に、全国約４０，０００の個人企業（個人経営の事
業所）を対象とした「個人企業経済調査」を実施しております。本調査は、
個人企業の１年間の営業収支などの経営実態を明らかにし、所得の推計資
料や施策立案のための基礎資料を得ることを目的とする政府の重要な統計
調査であり、統計法（平成１９年法律第５３号）に基づいた報告義務のあ
る調査（基幹統計調査）です。調査をお願いする方には、国が委託した民
間事業者から、調査票などを、５月下旬より順次郵送いたしますので、イ
ンターネット又は郵送により、ご回答をお願いいたします。

【総務省】
総務省統計局HP
個人企業経済調査
 
https://x.gd/1xWzH

8 おぢや会議所だより


